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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　均一な絶縁性導電分流構造を持つ電極板（１０１）であって、
　電気エネルギーの入出力端子（１０２）と、電気化学活性物質（１０３）と、絶縁性導
電分流構造（１０４）とを備え、
　前記電極板（１０１）は、グリッド電極板、放射状格子を有する板状の電極板、積層電
極板、及び、渦巻状電極板のうち少なくとも一つにより構成される正極または負極電極板
であり、
　前記入出力端子（１０２）は、前記電極板から延伸または別に追加設置され、前記電極
板（１０１）の少なくとも一つの側辺に連結されており、前記電極板（１０１）の一つの
前記側辺に少なくとも一つ設置されていることにより、電極板と外部との間で電気エネル
ギーを入出力するインタフェースとし、当該入出力端子の導電材料は、電極板と同じまた
は異なる材料により構成され、
　前記電気化学活性物質（１０３）は、気相、液相、膠状、固相のいずれか一つの電気化
学物質を含み、
　前記絶縁性導電分流構造（１０４）は、前記電極板と同じ材質または異なる材質の導電
体（１０４５）で構成され、前記導電体（１０４５）の一部が絶縁体（１０４６）により
覆い囲まれており、ワンウェイ以上の前記絶縁性導電分流構造（１０４）は、前記電極板
の辺側に沿って、及び／または、前記電極板の中間区域に設置され、前記絶縁性導電分流
構造（１０４）の中の一端は、導電機能を持つ方式であって、溶接、鋲接、ロック固定、
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クランプ、及び、ピン止めのうち少なくとも一つの方式で前記電極板（１０１）の前記入
出力端子（１０２）または２つの前記入出力端子（１０２）の間の前記電極板（１０１）
の導電体に連結し、
　前記絶縁性導電分流構造（１０４）の他端は、導電機能を持つ方式であって、溶接、鋲
接、ロック固定、クランプ、及び、ピン止めのうち少なくとも一つの方式で前記電極板に
連結し、電気エネルギーを出力及び／または入力するとき、電流ルートと前記入出力端子
（１０２）との間の距離が比較的遠い、及び／または、電流の抵抗が比較的大きい電極板
区域に連結し、両者間の電気エネルギーを伝送し、
　前記電極板は、正極及び／または負極電極板であって、グリッド電極板、放射状格子を
有する板状の電極板、積層電極板、及び、渦巻状電極板のうち少なくとも一つにより構成
される一次電池、充放電可能な二次電池、キャパシタ、スーパーキャパシタ、または、電
気エネルギーを化学エネルギーに変換する、及び／または、化学エネルギーを電気エネル
ギーに変換する蓄放電装置または燃料電池の電極板のうち少なくとも一つを構成すること
が可能であることを特徴とする電極板。
【請求項２】
　前記絶縁性導電分流構造（１０４）の前記導電体（１０４５）は、
　（１）電極板と同じ材料によって構成されるか、
　（２）電極板の材料とは異なり、また抵抗係数が電極板材料の良導電性材料より低い材
料によって構成されるか、
　（３）電極板材料に抵抗係数が電極板材料の導電体より低い材料を被覆することによっ
て構成されるか、
　のいずれか一種以上の方式により構成されることを特徴とする請求項１に記載の電極板
。
【請求項３】
　前記絶縁性導電分流構造（１０４）と前記電極板（１０１）との構成方式は、
　前記絶縁性導電分流構造（１０４）と前記電極板（１０１）が一体に組み立てられた構
造であり、
　前記絶縁性導電分流構造（１０４）の前記導電体（１０４５）の周辺を前記絶縁体（１
０４６）で覆って囲み、または前記絶縁体（１０４６）で被覆し、
　前記絶縁性導電分流構造（１０４）が前記電極板（１０１）の平面または曲面の形状に
合わせて電極板の一部位を形成することを特徴とする請求項１に記載の電極板。
【請求項４】
　前記絶縁性導電分流構造（１０４）と前記電極板（１０１）との構成方式は、
　前記絶縁性導電分流構造（１０４）が独立した導電線または導電片であって前記導電体
（１０４５）を構成し、前記電極板（１０１）と平面的に並列し、前記導電体（１０４５
）の周辺を前記絶縁体（１０４６）で覆って囲み、または前記絶縁体（１０４６）で被覆
し、
　前記絶縁性導電分流構造（１０４）が前記電極板（１０１）の平面または曲面の形状に
合わせて電極板の一部位を形成することを特徴とする請求項１に記載の電極板。
【請求項５】
　前記絶縁性導電分流構造（１０４）と前記電極板（１０１）との構成方式は、
　絶縁性導電分流構造（１０４）は独立した導電線または導電片である前記絶縁性導電分
流構造（１０４）が前記導電体（１０４５）を構成し、前記絶縁性導電分流構造（１０４
）を前記電極板（１０１）の片面または両面に設置し、または、前記電極板（１０１）を
重なり合うように設置し、前記導電体（１０４５）の周辺を前記絶縁体（１０４６）で覆
って囲み、または前記絶縁体（１０４６）で被覆し、
　前記絶縁性導電分流構造（１０４）が前記電極板（１０１）の平面または曲面の形状に
合わせて電極板の一部位を形成することを特徴とする請求項１に記載の電極板。
【請求項６】
　均一な絶縁性導電分流構造を持つ電極板（１０１）であって、
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　電気エネルギーの入出力端子（１０２）と、電気化学活性物質（１０３）と、絶縁性導
電分流構造（１０４）とを備え、
　前記電極板（１０１）は、グリッド電極板、放射状格子を有する板状の電極板、積層電
極板、及び、渦巻状電極板のうち少なくとも一つにより構成される正極または負極電極板
であり、
　前記入出力端子（１０２）は、前記電極板から延伸または別に追加設置され、前記電極
板（１０１）の少なくとも一つの側辺に連結されており、前記電極板（１０１）の一つの
前記側辺に少なくとも一つ設置されていることにより、電極板と外部との間で電気エネル
ギーを入出力するインタフェースとし、当該入出力端子の導電材料は、電極板と同じまた
は異なる材料により構成され、
　前記電気化学活性物質（１０３）は、気相、液相、膠状、固相のいずれか一つの電気化
学物質を含み、
　前記絶縁性導電分流構造（１０４）は、前記電極板と同じ材質または異なる材質の導電
体（１０４５）で構成され、
　前記絶縁性導電分流構造（１０４）と前記電極板（１０１）との構成方式は、
　前記入出力端子（１０２）が形成される部材とは別部材である前記絶縁性導電分流構造
（１０４）が、電極板の縁部に設置され、
　前記絶縁性導電分流構造（１０４）は、導電体（１０４５）を有し、
　前記導電体（１０４５）の一端には、別の入出力端子（１０２３）が形成され、
　前記導電体（１０４５）の外部は、絶縁体（１０４６）で被覆され、
　前記導電体（１０４５）の他端は、導電機能を持つ方式であって、溶接、鋲接、ロック
固定、クランプ、及び、ピン止めのうち少なくとも一つの方式で、電流ルートと前記入出
力端子（１０２）との間の距離が比較的遠い、及び／または、電流の抵抗が比較的大きい
電極板区域に連結し、電気エネルギーを出力及び／または入力するとき、前記別の入出力
端子（１０２３）を介して電気エネルギーを伝送し、
　前記電極板は、正極及び／または負極電極板であって、グリッド電極板、放射状格子を
有する板状の電極板、積層電極板、及び、渦巻状電極板のうち少なくとも一つにより構成
される一次電池、充放電可能な二次電池、キャパシタ、スーパーキャパシタ、または、電
気エネルギーを化学エネルギーに変換する、及び／または、化学エネルギーを電気エネル
ギーに変換する蓄放電装置または燃料電池の電極板のうち少なくとも一つを構成すること
を特徴とする電極板。
【請求項７】
　前記電極板（１０１）の一側以上に、１個以上の前記入出力端子（１０２）を設置し、
また前記入出力端子（１０２）から前記電極板（１０１）の一側辺または両側辺下方へ向
かって延伸する前記絶縁性導電分流構造（１０４）を並列設置し、さらに前記絶縁性導電
分流構造（１０４）が、前記電極板（１０１）の側辺中間部まで延伸し、および／または
、前記電極板（１０１）の側辺の底部まで延伸し、および／または前記電極板（１０１）
の側辺の底部まで延伸しかつ前記電極板（１０１）の底辺の中央まで延伸することを特徴
とする請求項１に記載の電極板。
【請求項８】
　前記入出力端子（１０２）、または、前記電極板（１０１）の側辺を除く電極板区域内
に、電気エネルギーの入出力端子（１０２）、または、２つの前記入出力端子（１０２）
の間の前記電極板（１０１）の導電体から、下方へ向かって延伸して前記絶縁性導電分流
構造（１０４）を設置し、
　前記絶縁性導電分流構造（１０４）は、
　電極板の中間区域まで延伸する、または、前記電極板（１０１）の中間区域を経て下方
へ向かって前記電極板（１０１）の底辺まで延伸する、または、前記電極板（１０１）の
中間区域を経て下方へ向かって前記電極板（１０１）の底辺まで延伸し更に底辺に沿って
延伸する、
　及び／または、前記入出力端子（１０２）から、前記電極板（１０１）の一側辺または
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両側辺下方へ向かって延伸し、前記電極板（１０１）の側辺中間部まで延伸し、及び／ま
たは、前記電極板（１０１）の側辺底部まで延伸し、及び／または、前記電極板（１０１
）の側辺底部まで延伸してから前記電極板（１０１）の底辺に沿って延伸することを含む
ことを特徴とする請求項１に記載の電極板。
【請求項９】
　前記絶縁性導電分流構造（１０４）は、前記別の入出力端子（１０２３）から前記電極
板（１０１）の一方の側辺に沿って前記電極板（１０１）の一方の側辺の底部まで延伸す
る、または、前記別の入出力端子（１０２３）から前記電極板（１０１）の一方の側辺お
よび前記電極板（１０１）の底辺に沿って前記電極板（１０１）の底辺の中間部まで延伸
する、または、前記別の入出力端子（１０２３）から前記電極板（１０１）の一方の側辺
および前記電極板（１０１）の底辺に沿って前記電極板（１０１）の他方の側辺の底部ま
で延伸することを特徴とする請求項６に記載の電極板。
【請求項１０】
　前記電極板（１０１）の上辺側に２個の前記入出力端子（１０２）を設置し、前記電極
板（１０１）の上辺左側に近い前記入出力端子（１０２）と前記電極板（１０１）の左側
との距離は比較的近く、上辺右側に近い前記入出力端子（１０２）と前記電極板（１０１
）の右辺との距離は比較的近く、
　前記電極板（１０１）の下辺側に２個の前記入出力端子（１０２）を設置し、上辺右側
に近い前記入出力端子（１０２）と前記電極板（１０１）の右辺との距離は比較的近く、
下辺左側に近い前記入出力端子（１０２）と前記電極板（１０１）の左側との距離は比較
的近く、
　前記絶縁性導電分流構造（１０４）が、上辺右側近くに設置された前記入出力端子（１
０２）から前記電極板（１０１）の右辺に沿って下方へ向かい、前記電極板（１０１）の
右辺の中間部近くまで伸延して設置され、前記電極板（１０１）の右辺の中間部近くと上
辺右側に近い前記入出力端子（１０２）との間に入出力電流を直接伝送し、
　前記絶縁性導電分流構造（１０４）が、下辺左側近くに設置された前記入出力端子（１
０２）から前記電極板（１０１）の左側に沿って上方へ向かい、前記電極板（１０１）の
左側の中間部近くまで延伸して設置され、前記電極板（１０１）の左側に近い中間部と下
辺左側に近い前記入出力端子（１０２）との間に入出力電流を直接伝送することを特徴と
する請求項１または６に記載の電極板。
【請求項１１】
　前記電極板の一側以上に、１個の幅が前記電極板と同じまたは同じ幅に近い前記入出力
端子を有することを特徴とする請求項１または６に記載の電極板。
【請求項１２】
　前記電極板（１０１）の上辺に少なくとも１個の前記入出力端子（１０２）を設置し、
また前記絶縁性導電分流構造（１０４）が、前記入出力端子（１０２）から前記電極板（
１０１）左辺側に沿って下方へ向かい、底辺の中間部近くまで延伸して設置され、前記電
極板（１０１）の底辺の中間部近くと前記入出力端子（１０２）との間に入出力電流を直
接伝送し、
　前記絶縁性導電分流構造（１０４）が、前記電極板の最右側に設置された前記入出力端
子（１０２）から、或いは前記入出力端子（１０２）が単一の場合は右側に設置された前
記入出力端子（１０２）から、電極板（１０１）の右辺側に沿って、下方へ向かって底辺
まで延伸し、かつ底辺に沿って設置され、前記電極板（１０１）の右側底辺と前記入出力
端子（１０２）との間に入出力電流を直接伝送し、
　前記電極板（１０１）の底辺の左側まで延伸された前記絶縁性導電分流構造（１０４）
と、前記電極板（１０１）の底辺の右側まで延伸された前記絶縁性導電分流構造（１０４
）とは、前記電極板（１０１）の底辺で電気的に接続されており、
　３個以上の前記入出力端子（１０２）が設置されるとき、前記絶縁性導電分流構造（１
０４）が、中間部の前記入出力端子（１０２）から、電極板（１０１）の底部へ向かって
延伸して設置され、前記電極板（１０１）の底辺と中間部の前記入出力端子（１０２）と
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の間に入出力電気エネルギーを直接伝送することを特徴とする請求項１または６に記載の
電極板。
【請求項１３】
　前記電極板（１０１）の上辺側に少なくとも１個の前記入出力端子（１０２）を設置し
、また前記絶縁性導電分流構造（１０４）が、前記電極板（１０１）の上辺側の前記入出
力端子（１０２）から、下方へ向かって前記電極板（１０１）の底辺に近い位置まで延伸
して設置され、前記電極板（１０１）の底辺に近い区域と、前記区域に繋がっている前記
絶縁性導電分流構造（１０４）のもう一つの端と連結する前記入出力端子（１０２）とを
電気的に接続することを特徴とする請求項１または６に記載の電極板。
【請求項１４】
　前記電極板（１０１）の上辺に幅が電極板と同じまたは同じ幅に近い前記入出力端子（
１０２）を設置し、
　一部の前記絶縁性導電分流構造（１０４）は、
　前記入出力端子（１０２）の中間部から下方へ向かって、前記絶縁性導電分流構造（１
０４）の延伸方向における前記電極板（１０１）の真ん中より底辺側の区域まで延伸して
設置され、前記電極板（１０１）の側辺の中間を超えた区域と、前記区域に繋がっている
前記絶縁性導電分流構造（１０４）のもう一つの端と連結する前記入出力端子（１０２）
とを電気的に接続し、
　かつ、
　他の前記絶縁性導電分流構造（１０４）は、
　前記入出力端子（１０２）から下方へ向かって、前記絶縁性導電分流構造（１０４）の
延伸方向における前記電極板（１０１）の真ん中近くの区域まで延伸して設置され、前記
電極板（１０１）の当該真ん中近くの区域と、前記区域に繋がっている前記絶縁性導電分
流構造（１０４）のもう一つの端と連結する前記入出力端子（１０２）とを電気的に接続
することを特徴とする請求項１または６に記載の電極板。
【請求項１５】
　前記絶縁体（１０４６）は、エポキシ樹脂、絶縁ゴム、絶縁塗料、ワニス、またはＰＶ
Ｆを含むことを特徴とする請求項３～６のいずれか一項に記載の電極板。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれか一項に記載の電極板を正負電極板として構成した複数の電極
ペアを並列接続及び／または直列接続したことを特徴とする蓄放電装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、均一な絶縁性導電分流構造を持つ電極板に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の電極板は通常片側に１個以上の電気エネルギーの入出力端子を設置することによ
り、電気エネルギーを出力または充電し、その構造位置が比較的電気エネルギーの入出力
端子から離れている別側の電極板区域は、構造位置が比較的電気エネルギーの入出力端子
に近い電極板区域と比べると、両者の入出力端子との間の抵抗が異なるために、電気エネ
ルギーを入出力するとき、両者の電流が不平衡となる欠点がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、均一な絶縁性導電分流構造を持つ電極板を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記目的を達成するため、本発明にかかる電極板は、特に内部に導電体を持ち、外部は
絶縁体に被覆される絶縁性導電分流構造を設置することにより、絶縁性導電分流構造の一
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端を電極板の電気エネルギーの入出力端子に連結し、他端を電極板に連結する。電気エネ
ルギーを入出力するとき、電流ルートと電気エネルギーの入出力端子との間の距離が比較
的遠く、及び／または、電流の抵抗が比較的大きい電極板区域を通過し、電流ルートと電
気エネルギーの入出力端子との間の距離が比較的遠く、及び／または抵抗が比較的大きい
電極板区域であるとき、専用の絶縁性導電分流構造と電気エネルギーの入出力端子との接
続を通して、専門的に両者間の電気エネルギーを伝送する。これにより、電極板のそれぞ
れ別の区域の導電体及び接する電気化学活性物質が電気エネルギーを入出力するとき、比
較的平衡な稼動電流密度を持つ。本発明は、板式、積層、または渦巻状電極板に応用でき
、かつ、一次電池、充放電可能な二次電池、キャパシタ、スーパーキャパシタ（ｕｌｔｒ
ａ－ｃａｐａｃｉｔｏｒ）及び化学エネルギーを電気エネルギーに変換する燃料電池の電
極板にも応用できる。
　本発明は静電気を蓄放電するキャパシタへの応用、または電気エネルギーを化学エネル
ギーに変換し、および／または、化学エネルギーを電気エネルギーに変換する蓄放電可能
な装置または燃料電池に使われる電極板の導電構造に対する革新である。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】本発明の第１実施形態による電極板を示す模式図である。
【図２】本発明の第２実施形態による電極板を示す模式図である。
【図３】本発明の第３実施形態による電極板を示す模式図である。
【図４】本発明の第４実施形態による電極板を示す模式図である。
【図５】本発明の第５実施形態による電極板を示す模式図である。
【図６】本発明の第６実施形態による電極板を示す模式図である。
【図７】本発明の第７実施形態による電極板を示す模式図である。
【図８】本発明の第８実施形態による電極板を示す模式図である。
【図９】本発明の第９実施形態による電極板を示す模式図である。
【図１０】本発明の第１０実施形態による電極板を示す模式図である。
【図１１】本発明の第１１実施形態による電極板を示す模式図である。
【図１２】本発明の第１２実施形態による電極板を示す模式図である。
【図１３】本発明の第１３実施形態による電極板を示す模式図である。
【図１４】本発明の第１４実施形態による電極板を示す模式図である。
【図１５】本発明の第１５実施形態による電極板を示す模式図である。
【図１６】本発明の第１６実施形態による電極板を示す模式図である。
【図１７】本発明の第１７実施形態による電極板を示す模式図である。
【図１８】本発明の第１８実施形態による電極板を示す模式図である。
【図１９】本発明の第１９実施形態による電極板を示す模式図である。
【図２０】本発明の第２０実施形態による電極板を示す模式図である。
【図２１】本発明の第２１実施形態による電極板を示す模式図である。
【図２２】本発明の第２２実施形態による電極板を示す模式図である。
【図２３】本発明の第２３実施形態による電極板を示す模式図である。
【図２４】本発明の第２４実施形態による電極板を示す模式図である。
【図２５】本発明の第２５実施形態による電極板を示す模式図である。
【図２６】本発明の第２６実施形態による電極板を示す模式図である。
【図２７】本発明の第２７実施形態による電極板を示す模式図である。
【図２８】本発明の第２８実施形態による電極板を示す模式図である。
【図２９】本発明の第２９実施形態による電極板を示す模式図である。
【図３０】本発明の第３０実施形態による電極板を示す模式図である。
【図３１】本発明の第３１実施形態による電極板を示す模式図である。
【図３２】本発明の第３２実施形態による電極板を示す模式図である。
【図３３】本発明の第３３実施形態による電極板を示す模式図である。
【図３４】本発明の第３４実施形態による電極板を示す模式図である。
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【図３５】本発明の第３５実施形態による電極板を示す模式図である。
【図３６】本発明の第３６実施形態による電極板を示す模式図である。
【図３７】本発明の第３７実施形態による電極板を示す模式図である。
【図３８】本発明の第３８実施形態による電極板を示す模式図である。
【図３９】本発明の第３９実施形態による電極板を示す模式図である。
【図４０】本発明の第４０実施形態による電極板を示す模式図である。
【図４１】本発明の第４１実施形態による電極板を示す模式図である。
【図４２】本発明の第４２実施形態による電極板を示す模式図である。
【図４３】本発明の第４３実施形態による電極板を示す模式図である。
【図４４】本発明の第４４実施形態による電極板を示す模式図である。
【図４５】本発明の第４５実施形態による電極板を示す模式図である。
【図４６】本発明の第４６実施形態による電極板を示す模式図である。
【図４７】本発明の第４７実施形態による電極板を示す模式図である。
【図４８】本発明の第４８実施形態による電極板を示す模式図である。
【図４９】本発明の第４９実施形態による電極板を示す模式図である。
【図５０】本発明の第５０実施形態による電極板を示す模式図である。
【図５１】本発明の第５１実施形態による電極板を示す模式図である。
【図５２】本発明の第５２実施形態による電極板を示す模式図である。
【図５３】本発明の第５３実施形態による電極板を示す模式図である。
【図５４】本発明の第５４実施形態による電極板を示す模式図である。
【図５５】本発明の第５５実施形態による電極板を示す模式図である。
【図５６】本発明の第５６実施形態による電極板を示す模式図である。
【図５７】本発明の第５７実施形態による電極板を示す模式図である。
【図５８】本発明の第５８実施形態による電極板を示す模式図である。
【図５９】本発明の第５９実施形態による電極板を示す模式図である。
【図６０】本発明の第６０実施形態による電極板を示す模式図である。
【図６１】本発明の第６１実施形態による電極板を示す模式図である。
【図６２】本発明の第６２実施形態による電極板を示す模式図である。
【図６３】本発明の第６３実施形態による電極板を示す模式図である。
【図６４】本発明の第６４実施形態による電極板を示す模式図である。
【図６５】本発明の第６５実施形態による電極板を示す模式図である。
【図６６】本発明の第６６実施形態による電極板を示す模式図である。
【図６７】本発明の第６７実施形態による電極板を示す模式図である。
【図６８】本発明の第６８実施形態による電極板を示す模式図である。
【図６９】本発明の第６９実施形態による電極板を示す模式図である。
【図７０】本発明の第７０実施形態による電極板を示す模式図である。
【図７１】本発明の第７１実施形態による電極板を示す模式図である。
【図７２】本発明の第７２実施形態による電極板を示す模式図である。
【図７３】本発明の第７３実施形態による電極板を示す模式図である。
【図７４】本発明の第７４実施形態による電極板を示す模式図である。
【図７５】本発明の第７５実施形態による電極板を示す模式図である。
【図７６】本発明の第７６実施形態による電極板を示す模式図である。
【図７７】本発明の第７７実施形態による電極板を示す模式図である。
【図７８】本発明の第７８実施形態による電極板を示す模式図である。
【図７９】本発明の第７９実施形態による電極板を示す模式図である。
【図８０】本発明の第８０実施形態による電極板を示す模式図である。
【図８１】本発明の第８１実施形態による電極板を示す模式図である。
【図８２】本発明の第８２実施形態による電極板を示す模式図である。
【図８３】本発明の第８３実施形態による電極板を示す模式図である。
【図８４】本発明の第８４実施形態による電極板を示す模式図である。



(8) JP 6085409 B2 2017.2.22

10

20

30

40

50

【図８５】本発明の第８５実施形態による電極板を示す模式図である。
【図８６】本発明の第８６実施形態による電極板を示す模式図である。
【図８７】本発明の第８７実施形態による電極板を示す模式図である。
【図８８】本発明の第８８実施形態による電極板を示す模式図である。
【図８９】本発明の第８９実施形態による電極板を示す模式図である。
【図９０】本発明の第９０実施形態による電極板を示す模式図である。
【図９１】本発明の第９１実施形態による電極板を示す模式図である。
【図９２】本発明の第９２実施形態による電極板を示す模式図である。
【図９３】本発明の第９３実施形態による電極板を示す模式図である。
【図９４】本発明の第９４実施形態による電極板を示す模式図である。
【図９５】本発明の実施形態に係る絶縁性導電分流構造の各図面におけるＡ－Ａ線に沿う
断面図である。
【図９６】本発明の実施形態に係る電極板の導電性グリッドの各図面におけるＢ－Ｂ線に
沿う断面図である。
【図９７】本発明の実施形態に係る絶縁性導電分流構造の各図面におけるＣ－Ｃ線に沿う
断面図である。
【図９８】本発明の実施形態に係る絶縁性導電分流構造の各図面におけるＤ－Ｄ線に沿う
断面図である。
【図９９】本発明の実施形態に係る並列する絶縁性導電分流構造の各図面におけるＥ－Ｅ
線に沿う断面図である。
【図１００】本発明の実施形態に係るツーウェイ並列の絶縁性導電分流構造の各図面にお
けるＦ－Ｆ線に沿う断面図である。
【図１０１】本発明の実施形態に係る並列する絶縁性導電分流構造の断面図である。
【図１０２】図１０１の中の絶縁性導電分流構造の少なくとも一辺側に絶縁体を設置しな
い断面図である。
【図１０３】本発明の実施形態に係る絶縁性導電分流構造の断面図である。
【図１０４】図１０３の中の絶縁性導電分流構造の少なくとも一辺側に絶縁体を設置しな
い断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　本発明の実施形態による電極板は、均一な絶縁性導電分流構造を持つ電極板であって、
特に内部にワンウェイ以上の、外部が絶縁体に被覆される絶縁性導電分流構造を設置する
ことにより、絶縁性導電分流構造の一端を電極板の電気エネルギーの入出力端子に連結し
、他端を電極板の周辺、中間部、底部のうち少なくとも一方に連結する。電気エネルギー
を入出力するとき、電流ルートと電気エネルギーの入出力端子との間の距離が比較的遠く
、及び／または電流の抵抗が比較的大きい電極板区域、例えば電極板の周辺、中間部、底
部のうち少なくとも一方を通過し、電流ルートと電気エネルギーの入出力端子との間の距
離が比較的遠く、及び／または、抵抗が比較的大きい電極板区域であるとき、専用の絶縁
性導電分流構造と電気エネルギーの入出力端子との接続を通して、専門的に両者間の電気
エネルギーを伝送する。これにより、電極板のそれぞれ別の区域の導電体及び接する電気
化学活性物質が電気エネルギーを入出力するとき、比較的平衡な稼動電流密度を持つ。本
発明の実施形態による電極板は、板式、積層、または渦巻状電極板に応用でき、かつ、一
次電池、充放電可能な二次電池、キャパシタ、スーパーキャパシタ及び化学エネルギーを
電気エネルギーに変換する燃料電池の電極板にも応用できる。
【０００７】
　図１から図７０に、本発明の実施形態による均一な絶縁性導電分流構造を持つ電極板の
原理と基礎を示す。以下に実施例を挙げて説明する。
　本発明の実施形態による電極板の構成を以下に示す。
　図１等に示すように、電極板１０１は、グリッド電極板、放射状格子を有する板状の電
極板、積層電極板、または渦巻状電極板のうち少なくとも一つにより構成される正極及び
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／または負極電極板であって、電極板の正極及び負極は、導電材料と同じまたは異なる材
料により構成される。
【０００８】
　入出力端子１０２は、電極板から延伸し、または別に追加設置されることにより、電極
板１０１の一側以上に連結する。各側に１個以上の電気エネルギーの入出力端子１０２を
設置することにより、電極板から外部へ電気エネルギーを入出力するインタフェースとす
る。電気エネルギーの入出力端子１０２の導電材料は、電極板１０１と同じまたは異なる
材料により構成される。
　電気化学活性物質１０３は、気相、液相、膠状、固相のいずれか一つの電気化学物質で
あってもよい。
【０００９】
　絶縁性導電分流構造１０４は、電極板１０１と同じ材質または異なる材質の導電体１０
４５で構成され、その周辺を絶縁体１０４６で囲い覆われまたは被覆される。ワンウェイ
以上の絶縁性導電分流構造１０４は、電極板の辺側に沿って、及び／または、電極板１０
１の中間区域に設置される。絶縁性導電分流構造１０４の中の一端は、導電機能を持つ方
法、すなわち、溶接、融接、スポット溶接、鋲接、ロック固定、クランプ、またはピン止
めのうち少なくとも一つの方法で電極板１０１の入出力端子１０２、または、電極板１０
１の導電体に連結する。絶縁性導電分流構造１０４の中の他端は、導電機能を持つ方法、
すなわち、溶接、融接、スポット溶接、鋲接、ロック固定、クランプ、またはピン止めの
うち少なくとも一つの方法で電極板１０１に連結する。電気エネルギーを出力、及び／ま
たは、電気エネルギーを入力するとき、電流ルートと入出力端子１０２との間の距離が比
較的遠く、及び／または、電気エネルギーを入出力するとき電流の抵抗が比較的大きい電
極板区域を通過するとき、特に両者間の電気エネルギーを伝送する。
【００１０】
　本発明の実施形態による均一な絶縁性導電分流構造を有する電極板１０１は、正極性や
負極性の電極板、例えばグリッド電極板、放射状格子を有する板状の電極板、積層電極板
、または渦巻状電極板のうち少なくとも一つにより構成される一次電池、充放電可能な二
次電池、キャパシタ、スーパーキャパシタ、または、電気エネルギーを化学エネルギーに
変換し及び／または化学エネルギーを電気エネルギーに変換する蓄放電装置または燃料電
池の電極板のうち少なくとも一つを構成することができる。
【００１１】
　本発明の実施形態に係る絶縁性導電分流構造１０４の導電体１０４５は、下記の一種以
上の方式により構成されてもよい。
　（１）電極板１０１と同じ材料によって構成される。
　（２）電極板１０１の材料とは異なり、また抵抗係数が電極板１０１の材料より低い材
料によって構成される。
　（３）電極板１０１の材料に抵抗係数が電極板１０１の材料より低い材料を被覆するこ
とによって構成される。
　（４）電極板１０１の材料の材料とは異なる二種以上の材料を二層以上に環状に被覆す
ることによって構成される。
【００１２】
　本発明の実施形態に係る絶縁性導電分流構造１０４と電極板１０１との構成方式は、下
記の一種以上の方式により構成されてもよい。
　（１）絶縁性導電分流構造１０４と電極板１０１とが一体に組み立てられた構造であり
、絶縁性導電分流構造１０４の導電体１０４５の周辺を絶縁体１０４６で覆って囲みまた
は被覆する。絶縁体１０４６は、例えばエポキシ樹脂、絶縁ゴム、絶縁塗料、ワニス、ま
たは、ＰＶＦ等であってもよい。絶縁性導電分流構造１０４が電極板１０１の平面または
曲面の形状に合わせて電極板の一部位を形成する。これにより、共同して電気化学作用の
応用装置の溝状構造体の中またはボディシェルの内部に設置される。
【００１４】
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　（２）独立した導電線または導電片である絶縁性導電分流構造１０４が導電体１０４５
を構成し、電極板１０１と平面的に並列し、導電体１０４５の周辺を絶縁体１０４６で覆
って囲みまたは被覆する。絶縁体１０４６は、例えばエポキシ樹脂、絶縁ゴム、絶縁塗料
、ワニス、または、ＰＶＦ等であってもよい。絶縁性導電分流構造１０４の導電体１０４
５の両端を、別々に導電機能を持つ方式、例えば溶接、融接、スポット溶接、鋲接、ロッ
ク固定、クランプ、ピン止め等の方式により連結する。また、絶縁性導電分流構造１０４
が電極板１０１の平面または曲面の形状に合わせて電極板の一部位を形成する。これによ
り、共同して電気化学作用の応用装置の溝状構造体の中またはボディシェルの内部に設置
される。
【００１５】
　（３）独立した導電線または導電片である絶縁性導電分流構造１０４が導電体１０４５
を構成し、絶縁性導電分流構造１０４を電極板１０１の片面または両面に設置し、または
、電極板１０１を重なり合うように設置し、導電体１０４５の周辺を絶縁体１０４６で覆
って囲みまたは被覆する。絶縁体１０４６は、例えばエポキシ樹脂、絶縁ゴム、絶縁塗料
、ワニス、または、ＰＶＦ等であってもよい。絶縁性導電分流構造１０４の導電体１０４
５の両端を、別々に導電機能を持つ方式、例えば溶接、融接、スポット溶接、鋲接、ロッ
ク固定、クランプ、ピン止め等の方式により連結する。絶縁性導電分流構造１０４が電極
板１０１の平面または曲面の形状に合わせて電極板の一部位を形成する。これにより、共
同して電気化学作用の応用装置の溝状構造体の中またはボディシェルの内部に設置される
。
【００１６】
　（４）絶縁性導電分流構造１０４を電極板の溝状構造またはボディシェルの外部に設置
する。絶縁性導電分流構造１０４は、導電体１０４５を有する。導電体１０４５の一端に
は、別の入出力端子１０２３が形成される。絶縁性導電分流構造１０４の導電体１０４５
の外部は、絶縁体１０４６で被覆される。絶縁体１０４６は、例えばエポキシ樹脂、絶縁
ゴム、絶縁塗料、ワニス、または、ＰＶＦ等であってもよい。導電体１０４の他端は、導
電機能を持つ方式であって、溶接、鋲接、ロック固定、クランプ、及び、ピン止めのうち
少なくとも一つの方式で、電流ルートと入出力端子１０２との間の距離が比較的遠い、及
び／または、電流の抵抗が比較的大きい電極板区域に連結し、電気エネルギーを出力及び
／または入力するとき、別の入出力端子１０２３を介して電気エネルギーを伝送する。
　本発明の実施形態による均一な絶縁性導電分流構造を有する電極板は、上述した原理に
基づいて、各種構造にすることができ、以下の数種類の構造を応用例として挙げ、その応
用性を説明するが、本発明を限定するものではない。
【００１７】
　本発明の実施形態による均一な絶縁性導電分流構造を有する電極板の実施方式は、図１
から図１０に示すように、グリッド電極板、放射状格子を有する板状の電極板、積層電極
板、および、渦巻状電極板のうち少なくとも一つにより構成され、電極板１０１の片側に
、１個以上の入出力端子１０２を設置する。また絶縁性導電分流構造１０４は、入出力端
子１０２から電極板１０１の一側辺または両側辺を下方へ向かって延伸して設置される。
絶縁性導電分流構造１０４は、電極板１０１の側辺中間部まで延伸し、または、電極板１
０１の側辺底部まで延伸し、または、下方へ向かって電極板１０１の底部まで延伸し、ま
たは、電極板１０１の底辺まで延伸する。
【００１８】
　図１に本発明の第１実施形態による電極板を示す。図１に示すように、電極板１０１の
左の上辺に入出力端子１０２を設置し、絶縁性導電分流構造１０４は、電極板１０１の上
辺に沿って、入出力端子１０２からより遠いほうの右側へ向かって延伸し、更に電極板１
０１の右の側辺下方へ向かって底部または底部に近い部位まで延伸して設置され、電極板
１０１の右側底部と入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。
【００１９】
　図２に本発明の第２実施形態による電極板を示す。図２に示すように、電極板１０１の
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左の上辺に入出力端子１０２を設置し、絶縁性導電分流構造１０４が、入出力端子１０２
から電極板１０１の左側の上辺に沿い、さらに電極板１０１の左側に沿って底部へ向かっ
て延伸して設置され、電極板１０１の底部と入出力端子１０２との間に入出力電流を直接
伝送する。
【００２０】
　図３に本発明の第３実施形態による電極板を示す。図３に示すように、電極板１０１の
上辺に入出力端子１０２を設置し、絶縁性導電分流構造１０４が、電極板１０１の上辺に
沿って右側に向かい、さらに右の側辺中間部に近い部位へ向かって延伸して設置され、電
極板１０１の両側中間部と入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。またさ
らに、絶縁性導電分流構造１０４が、電極板１０１の上辺に沿って左側に向かい、さらに
左側辺底部へ向かって延伸して設置され、電極板１０１の底部と入出力端子１０２との間
に入出力電流を直接伝送する。
【００２１】
　図４に本発明の第４実施形態による電極板を示す。図４に示すように、電極板１０１の
上辺に入出力端子１０２を設置し、また絶縁性導電分流構造１０４が、入出力端子１０２
から電極板１０１の上辺に沿って左右の両側に向かい、さらに底部まで延伸して設置され
、電極板１０１の両側底部と入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。
【００２２】
　図５に本発明の第５実施形態による電極板を示す。図５に示すように、電極板１０１の
上辺に入出力端子１０２を設置し、絶縁性導電分流構造１０４が、極板１０１の上辺に沿
って、両側辺に向かって延伸して設置される。比較的入出力端子１０２に近い電極板１０
１の左側に設置される絶縁性導電分流構造１０４が、電極板１０１の底辺の中間部近くま
で延伸して設置され、電極板１０１の底辺中間部と入出力端子１０２との間に入出力電流
を直接伝送する。また比較的入出力端子１０２から離れた電極板１０１の右側に設置され
る絶縁性導電分流構造１０４が、電極板１０１の右辺中間部まで延伸して設置され、電極
板１０１の右辺中間部の底辺に近い部位と入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝
送する。
【００２３】
　図６に本発明の第６実施形態による電極板を示す。図６に示すように、電極板１０１の
上辺に２個の入出力端子１０２を設置する。上辺左側に近い入出力端子１０２は電極板１
０１の左側に比較的に近く、上辺右側に近い入出力端子１０２は電極板１０１の右側に比
較的に近い。また絶縁性導電分流構造１０４が、上辺右側に近い入出力端子１０２から、
電極板１０１の右側に沿って、中間部の底部の近くまで延伸して設置され、電極板１０１
の右側中間部に近い底部と上辺右側に近い入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝
送する。
【００２４】
　図７に本発明の第７実施形態による電極板を示す。図７に示すように、電極板１０１の
上辺に２個の入出力端子１０２を設置する。上辺左側に近い入出力端子１０２は電極板１
０１の左側に比較的に近く、上辺右側に近い入出力端子１０２は電極板１０１の右側に比
較的に近い。また絶縁性導電分流構造１０４が、上辺右側に近い入出力端子１０２から、
電極板１０１の右側に沿って、底辺中間部まで延伸して設置され、電極板１０１の底辺中
間部と上辺右側に近い入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。
【００２５】
　図８に本発明の第８実施形態による電極板を示す。図８に示すように、電極板１０１の
上辺に２個の入出力端子１０２を設置する。上辺左側に近い入出力端子１０２は電極板１
０１の左側に比較的に近く、上辺右側に近い入出力端子１０２は電極板１０１の右側に比
較的に近い。また絶縁性導電分流構造１０４が、上辺左側に近い入出力端子１０２から、
電極板１０１の左側に沿って、下方へ向かって底辺の近い部位まで延伸して設置され、電
極板１０１の左側に近い底部と上辺左側に近い入出力端子１０２との間に入出力電流を直
接伝送する。さらに、絶縁性導電分流構造１０４が、上辺右側に近い入出力端子１０２か
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ら、電極板１０１の右側に沿って、下方へ向かって底部の近い部位まで延伸して設置され
、電極板１０１の右側底辺に近い部位と上辺右側に近い入出力端子１０２との間に入出力
電流を直接伝送する。
【００２６】
　図９に本発明の第９実施形態による電極板を示す。図９に示すように、電極板１０１の
上辺に２個の入出力端子１０２を設置する。上辺左側に近い入出力端子１０２は電極板１
０１の左側に比較的に近く、上辺右側に近い入出力端子１０２は電極板１０１の右側に比
較的に近い。また絶縁性導電分流構造１０４が、上辺左側に近い入出力端子１０２から、
電極板１０１の左側に沿って、下方へ向かって底辺の中間部近くまで延伸して設置され、
電極板１０１の底辺の中間部近くと上辺左側に近い入出力端子１０２との間に入出力電流
を直接伝送する。さらに、絶縁性導電分流構造１０４が、上辺右側に近い入出力端子１０
２から電極板１０１の右側に沿って、下方へ向かって、底辺の中間部近くまで延伸して設
置され、電極板１０１の右側底辺の中間部近くと上辺右側に近い入出力端子１０２との間
に入出力電流を直接伝送する。また、電極板１０１の左辺の底部および電極板１０１の右
辺の底部から電極板１０１の底辺の中間部に向かって延伸する絶縁性導電分流構造１０４
は、電極板１０１の底辺の中間部で接近または接続し、かつ底部と電極板１０１との間は
導通状態になっている。
【００２７】
　図１０に本発明の第１０実施形態による電極板を示す。図１０に示すように、電極板１
０１の上辺に入出力端子１０２を設置し、またツーウェイの絶縁性導電分流構造１０４が
、入出力端子１０２から、電極板１０１の左辺及び右辺に沿って、下方へ向かって、底部
の近くまで延伸して設置され、電極板１０１の両側に底部近くと入出力端子１０２との間
に入出力電流を直接伝送する。さらに両辺の絶縁性導電分流構造１０４の底辺近くの中間
部には、別々に電極板１０１の内部まで延伸する支路機能を持つ絶縁性導電分流構造１０
４を設置し、電極板１０１の底部の近く及び中間部において電極板１０１の内部まで延伸
する支路機能を持った部分と入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。
【００２８】
　本発明の実施形態による均一な絶縁性導電分流構造を有する電極板の実施方式は、図１
１から図１４に示すように、グリッド電極板、放射状格子を有する板状の電極板、積層電
極板、および、渦巻状電極板のうち少なくとも一つにより構成され、電極板１０１の片側
に、１個以上の入出力端子１０２を設置する。またツーウェイ以上の並行の絶縁性導電分
流構造１０４は、入出力端子１０２から電極板１０１の一側辺または両側辺を下方へ向か
って延伸して設置される。各路の絶縁性導電分流構造１０４は、別々に下方へ向かって電
極板１０１の側辺中間部まで延伸し、及び／または、下方へ向かって電極板１０１の側辺
底部まで延伸し、及び／または、電極板１０１の側辺底部を経て更に電極板１０１の底辺
まで延伸する。
【００２９】
　図１１に本発明の第１１実施形態による電極板を示す。図１１に示すように、電極板１
０１の上辺左側に近い部位に入出力端子１０２を設置し、かつツーウェイの絶縁性導電分
流構造１０４１、１０４２は、並行して電極板１０１の上辺に沿って右側へ向かって延伸
して設置される。または、図９９に示すように、ツーウェイの絶縁性導電分流構造１０４
１、１０４２は、上下に重なるように設置される。絶縁性導電分流構造１０４１は、電極
板１０１の上辺に沿って、さらに電極板１０１の右側の中間部近くまで延伸し、電極板１
０１の右側中間部と入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。また絶縁性導
電分流構造１０４２は、電極板１０１の上辺に沿って、電極板１０１の右側底辺中間部の
近くまで延伸し、電極板１０１の右側底辺中間部と入出力端子１０２との間に入出力電流
を直接伝送する。
【００３０】
　図１２に本発明の第１２実施形態による電極板を示す。図１２に示すように、電極板１
０１の上辺左側に近い部位に入出力端子１０２を設置し、かつツーウェイの絶縁性導電分
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流構造１０４１、１０４２は、並行して電極板１０１の上辺に沿って右側へ向かって延伸
して設置される。または、図９９に示すように、ツーウェイの絶縁性導電分流構造１０４
１、１０４２は、上下に重なるように設置される。絶縁性導電分流構造１０４１は、電極
板１０１の上辺に沿って、さらに電極板１０１の右側の中間部近くまで延伸し、電極板１
０１の右側中間部と入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。また絶縁性導
電分流構造１０４２は、電極板１０１の上辺に沿って、さらに電極板１０１の右側底部の
近くまで延伸し、電極板１０１の右側底部と入出力端子１０２との間に入出力電流を直接
伝送する。さらに、ワンウェイの絶縁性導電分流構造１０４が、電極板１０１の上辺を左
側へ向かって延伸してからまた下方へ向かって電極板１０１の左側底部まで延伸して設置
され、電極板１０１の左側底部と入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。
【００３１】
　図１３に本発明の第１３実施形態による電極板を示す。図１３に示すように、電極板１
０１の上辺左側に近い部位に入出力端子１０２を設置し、かつツーウェイの絶縁性導電分
流構造１０４１、１０４２は、並行して電極板１０１の上辺に沿って右側へ向かって延伸
して設置される。または、図９９に示すように、ツーウェイの絶縁性導電分流構造１０４
１、１０４２は上下に重なるように設置される。絶縁性導電分流構造１０４１は、電極板
１０１の上辺に沿って、さらに電極板１０１の右側の中間部近くまで延伸し、電極板１０
１の右側中間部と入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。また絶縁性導電
分流構造１０４２は、電極板１０１の上辺に沿って、さらに電極板１０１の右側底辺中間
部の近くまで延伸し、電極板１０１の右側底辺中間部と入出力端子１０２との間に入出力
電流を直接伝送する。
【００３２】
　さらに、ツーウェイの絶縁性導電分流構造１０４１、１０４２は、電極板１０１の上辺
に沿って、入出力端子１０２の左側へ向かって延伸して設置される。絶縁性導電分流構造
１０４１は、電極板１０１の上辺に沿って、電極板１０１の左側の中間部近くまで延伸し
、電極板１０１の左側中間部と入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。ま
た絶縁性導電分流構造１０４２は、電極板１０１の上辺に沿って、さらに電極板１０１の
左側から底辺中間部の近くまで延伸し、電極板１０１の左側底辺中間部と入出力端子１０
２との間に入出力電流を直接伝送する。
【００３３】
　図１４に本発明の第１４実施形態による電極板を示す。図１４に示すように、電極板１
０１の上辺左側に近い部位に入出力端子１０２を設置し、かつツーウェイの絶縁性導電分
流構造１０４１、１０４２は、並行して電極板１０１の上辺に沿って、右側へ向かって延
伸して設置される。または、図９９に示すように、ツーウェイの絶縁性導電分流構造１０
４１、１０４２を左右に並列となるように設置される。絶縁性導電分流構造１０４１は、
電極板１０１の上辺に沿って、さらに電極板１０１の右側の中間部近くの内部に向かって
曲がる区域まで延伸し、電極板１０１の右側中間部の内部に向かって曲がる区域と上辺右
側に近い入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。また絶縁性導電分流構造
１０４２は、電極板１０１の上辺に沿って、さらに電極板１０１の右側底部の近くまで延
伸し、電極板１０１の右側底部と上辺右側に近い入出力端子１０２との間に入出力電流を
直接伝送する。
【００３４】
　さらに、ツーウェイの絶縁性導電分流構造１０４１、１０４２は、電極板１０１の上辺
に沿って、入出力端子１０２の左側へ向かって延伸して設置される。絶縁性導電分流構造
１０４１は、電極板１０１の上辺に沿って、電極板１０１の左側の中間部近くの内部に向
かって曲がる区域まで延伸し、電極板１０１の左側中間部の内部に向かって曲がる区域と
上辺左側に近い入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。また絶縁性導電分
流構造１０４２は、電極板１０１の上辺に沿って、さらに電極板１０１の左側底部の近く
まで延伸し、電極板１０１の左側底部と入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送
する。
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【００３５】
　本発明の実施形態による電極板の実施方式は、図１５から図２１に示すように、グリッ
ド電極板、放射状格子を有する板状の電極板、積層電極板、および、渦巻状電極板のうち
少なくとも一つにより構成され、電極板１０１の二辺以上の各辺に、１個以上の入出力端
子１０２を設置する。また絶縁性導電分流構造１０４が、入出力端子１０２から電極板１
０１の一側辺または両側辺を下方へ向かって延伸して設置され、さらに、電極板１０１の
側辺中間部まで延伸し、及び／または、電極板１０１の側辺底部まで延伸し、及び／また
は、電極板１０１の側辺底部まで延伸してから、更に電極板１０１の底辺まで延伸する。
【００３６】
　図１５に本発明の第１５実施形態による電極板を示す。図１５に示すように、電極板１
０１の上辺に入出力端子１０２を設置し、また絶縁性導電分流構造１０４が、入出力端子
１０２から電極板１０１の上辺に沿って左に向かって、さらに下方へ向かって左側中間に
延伸して設置され、電極板１０１の左側中間と上辺の入出力端子１０２との間に入出力電
流を直接伝送する。また絶縁性導電分流構造１０４が、入出力端子１０２から電極板１０
１の上辺に沿って右に向かって、さらに電極板１０１の右側近くまで延伸して設置され、
電極板１０１の右辺と上辺の入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。
【００３７】
　さらに、電極板１０１の下辺に入出力端子１０２を設置し、また絶縁性導電分流構造１
０４が、入出力端子１０２の右側から上方へ向かって電極板１０１の右側中間部まで延伸
して設置され、電極板１０１の右側中間部と下辺の入出力端子１０２との間に入出力電流
を直接伝送する。また絶縁性導電分流構造１０４が、入出力端子１０２から電極板１０１
の下辺に沿って左に向かい、左の下辺に近い部位まで延伸して設置され、電極板１０１の
下辺の左側と入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。また絶縁性導電分流
構造１０４が、入出力端子１０２から電極板１０１の下辺に沿って、さらに下方から電極
板１０１の右側中間部に向かって延伸して設置され、電極板１０１の右側中間部と下辺の
入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。
【００３８】
　図１６に本発明の第１６実施形態による電極板を示す。図１６に示すように、電極板１
０１の上辺左側に入出力端子１０２を設置し、かつ電極板１０１の下辺右側に入出力端子
１０２を設置する。また絶縁性導電分流構造１０４が、電極板１０１の上辺の入出力端子
１０２から電極板１０１の左側辺を下方へ向かい、さらに底辺に沿って下辺の入出力端子
１０２に通じるように設置され、上辺の入出力端子１０２と下辺の入出力端子１０２との
間に入出力電流を直接伝送する。
【００３９】
　図１７に本発明の第１７実施形態による電極板を示す。図１７に示すように、電極板１
０１の上辺左側に入出力端子１０２を設置し、また絶縁性導電分流構造１０４が、上辺の
入出力端子１０２から上辺を右に向かい、さらに右側に沿って下方へ向かって、右側の中
間部近くに延伸して設置され、電極板１０１の右側の中間部近くと上辺の入出力端子１０
２との間に入出力電流を直接伝送する。
　さらに、電極板１０１の下辺右側に入出力端子１０２を設置し、また絶縁性導電分流構
造１０４が、下辺の入出力端子１０２から電極板１０１の下辺を左に向かって延伸し、さ
らに上方へ向かって電極板１０１の左側の中間部近くまで延伸して設置され、電極板１０
１の左側の中間部近くと下辺の入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。
【００４０】
　図１８に本発明の第１８実施形態による電極板を示す。図１８に示すように、電極板１
０１の上辺左側に入出力端子１０２を設置し、また絶縁性導電分流構造１０４が、上辺の
入出力端子１０２から電極板１０１の右側に沿って下方へ向かって右側の中間部近く延伸
して設置され、電極板１０１の右側の中間部近くと上辺の入出力端子１０２との間に入出
力電流を直接伝送する。また絶縁性導電分流構造１０４が、上辺の入出力端子１０２から
、電極板１０１の上辺に沿って左に向かい、さらに下方へ向かって左側の中間部近くに延
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伸して設置され、電極板１０１の左側の中間部近くと上辺の入出力端子１０２との間に入
出力電流を直接伝送する。
【００４１】
　さらに、電極板１０１の下辺右側に入出力端子１０２を設置し、また絶縁性導電分流構
造１０４が、下辺の入出力端子１０２から電極板１０１の下辺を左に向かって、さらに上
方へ向かい電極板１０１の左側の中間部近くまで延伸して設置され、電極板１０１の右側
の中間部近くと下辺の入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。また絶縁性
導電分流構造１０４が、下辺の入出力端子１０２から電極板１０１の下辺に沿って右に向
かい、さらに上方へ向かって電極板１０１の右側の中間部近くまで延伸する絶縁性導電分
流構造１０４を設置し、電極板１０１の右側の中間部近くと下辺の入出力端子１０２との
間に入出力電流を直接伝送する。
【００４２】
　図１９に本発明の第１９実施形態による電極板を示す。図１９に示すように、電極板１
０１の上辺に２個の入出力端子１０２を設置し、上辺左側に近い入出力端子１０２は比較
的電極板１０１の上辺左側に近く、上辺右側に近い入出力端子１０２は比較的電極板１０
１の右側に近い。さらに電極板１０１の下辺に２個の入出力端子１０２を設置し、下辺右
側に近い入出力端子１０２は比較的電極板１０１の下辺右側に近く、下辺左側に近い入出
力端子１０２は比較的電極板１０１の左側に近い。また絶縁性導電分流構造１０４が、上
辺左側に近い入出力端子１０２から、電極板１０１の上辺に沿って左側へ向かって、さら
に電極板１０１の左側に沿って下方へ向かい、電極板１０１の下辺まで延伸し、更に電極
板１０１の下辺から右に向かって延伸し、下辺左側に近い入出力端子１０２まで延伸して
連結して設置され、上辺左側に近い入出力端子１０２と下辺左側に近い入出力端子１０２
との間に入出力電流を直接伝送する。
【００４３】
　図２０に本発明の第２０実施形態による電極板を示す。図２０に示すように、電極板１
０１の上辺側に２個の入出力端子１０２を設置し、上辺左側に近い入出力端子１０２と電
極板１０１の左側との距離は比較的近く、上辺右側に近い入出力端子１０２と電極板１０
１の右側との距離は比較的に近い。さらに、電極板１０１の下辺側に２個の入出力端子１
０２を設置し、下辺右側に近い入出力端子１０２と電極板１０１の右側との距離は比較的
近く、下辺左側に近い入出力端子１０２と電極板１０１の左側との距離は比較的近い。ま
た絶縁性導電分流構造１０４が、上辺左側に近い入出力端子１０２から、その隣り合う左
側に沿って下方へ向かい、底辺の下辺の左側に近い入出力端子１０２まで延伸して設置さ
れ、上辺左側に近い入出力端子１０２と下辺左側に近い入出力端子１０２との間に、入出
力電流を直接伝送する。さらに、絶縁性導電分流構造１０４が、上辺右側に近い入出力端
子１０２から、その隣り合う右側に沿って、下方へ向かって、底辺の下辺の右側に近い入
出力端子１０２まで延伸して設置され、上辺右側に近い出力端子１０２と下辺右側に近い
入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。
【００４４】
　図２１に本発明の第２１実施形態による電極板を示す。図２１に示すように、電極板１
０１の上辺に２個の入出力端子１０２を設置し、上辺左側に近い入出力端子１０２は、比
較的電極板１０１の上辺左側に近く、上辺右側に近い入出力端子１０２は比較的電極板１
０１の右側に近い。絶縁性導電分流構造１０４が、上辺に沿って左側に近い入出力端子１
０２から左側辺に沿って左側の中間部近くまで延伸して設置され、電極板１０１の左側の
中間部近くと上辺左側に近い入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。さら
に、絶縁性導電分流構造１０４が、上辺に沿って右側に近い入出力端子１０２から右側辺
に沿って右側の中間部近くまで延伸して設置され、電極板１０１の右側の中間部近くと上
辺右側に近い入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。
【００４５】
　さらに、電極板１０１の下辺に２個の入出力端子１０２を設置し、下辺右側に近い入出
力端子１０２は、比較的電極板１０１の下辺右側に近く、下辺左側に近い入出力端子１０



(16) JP 6085409 B2 2017.2.22

10

20

30

40

50

２は比較的電極板１０１の左側に近い。絶縁性導電分流構造１０４が、下辺に沿って左側
に近い入出力端子１０２から左側辺に沿って電極板１０１の左側の中間部近くまで延伸し
て設置され、電極板１０１の左側の中間部近くと下辺左側に近い入出力端子１０２との間
に入出力電流を直接伝送する。さらに、絶縁性導電分流構造１０４が、下辺に沿って右側
に近い入出力端子１０２から右側辺に沿って電極板１０１の右側の中間部近くまで延伸し
て設置され、電極板１０１の右側の中間部近くと下辺右側に近い入出力端子１０２との間
に入出力電流を直接伝送する。
【００４６】
　本発明の実施形態による電極板の実施方式は、図２２から図２８に示すように、グリッ
ド電極板、放射状格子を有する板状の電極板、積層電極板、および、渦巻状電極板のうち
少なくとも一つにより構成される。電極板１０１の側辺ではない極板区域内に、入出力端
子１０２から、または２個の入出力端子１０２の間の電極板１０１の導電体から、下方へ
向かって延伸する絶縁性導電分流構造１０４が設置される。絶縁性導電分流構造１０４は
、電極板の中間区域まで延伸し、または、電極板１０１の中間部域を経て下方へ向かって
電極板１０１の底辺まで延伸し、または、電極板１０１の中間部域を経て下方へ向かって
電極板１０１の底辺まで延伸し更に延伸する。及び／または、絶縁性導電分流構造１０４
は、同時に入出力端子１０２から電極板１０１の一側辺または両側辺下方へ向かって延伸
して設置され、さらに、電極板１０１の側辺中間部まで延伸し、及び／または電極板１０
１の側辺底部まで延伸し、及び／または電極板１０１の側辺底部まで延伸してから、更に
電極板１０１の底辺を延伸する。
【００４７】
　図２２から図２８に示すように、本発明の実施形態による電極板は、グリッド導電体の
グリッド電極板の入出力端子１０２と電極板１０１の中間部及び／または底部との間に、
絶縁性導電分流構造１０４を設置し、電極板１０１の中間部または底部と入出力端子１０
２との間の入出力電流がその他区域と比較的近いとき、電流密度を生成する。以下、その
実施形態について具体的に説明する。
【００４８】
　図２２に本発明の第２２実施形態による電極板を示す。図２２に示すように、電極板１
０１の上辺側に２個の入出力端子１０２を設置し、その中の上辺左側に近い入出力端子１
０２と電極板１０１の左側との距離は比較的に近く、上辺右側に近い入出力端子１０２と
電極板１０１の右側との距離は比較的に近い。また絶縁性導電分流構造１０４が、上辺左
側に近い入出力端子１０２から電極板１０１の左側下方へ向かって、底辺中間部まで延伸
して設置され、電極板１０１の左側底辺中間部と上辺左側に近い入出力端子１０２との間
に入出力電流を直接伝送する。
【００４９】
　さらに、絶縁性導電分流構造１０４が、上辺右側に近い入出力端子１０２から、電極板
１０１の右側に沿って下方へ向かって、底辺に近い部位まで延伸して設置され、電極板１
０１の右側の底辺に接近する部位と上辺右側に近い入出力端子１０２との間に入出力電流
を直接伝送する。
　またさらに、絶縁性導電分流構造１０４が、電極板１０１の上辺左側に近い入出力端子
１０２と上辺右側に近い入出力端子１０２との間から、電極板１０１の中間部まで延伸し
て設置され、電極板１０１の中間部と上辺左側に近い入出力端子１０２及び上辺右側に近
い入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。
【００５０】
　図２３に本発明の第２３実施形態による電極板を示す。図２３に示すように、電極板１
０１の上辺側に２個の入出力端子１０２を設置し、上辺左側に近い入出力端子１０２と電
極板１０１の左側との距離は比較的に近く、上辺右側に近い入出力端子１０２と電極板１
０１の右側との距離は比較的に近い。さらに、電極板１０１の下辺側に２個の入出力端子
１０２を設置し、その中の下辺左側に近い入出力端子１０２と電極板１０１の左側との距
離は比較的に近く、下辺右側に近い入出力端子１０２と電極板１０１の右側との距離は比
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較的近い。
【００５１】
　さらに、絶縁性導電分流構造１０４が、上辺左側に近い入出力端子１０２から電極板１
０１の左側に沿って、下方へ向かって、電極板１０１の左側の中間部近くまで延伸して設
置され、電極板１０１の左側の中間部近くと上辺左側に近い入出力端子１０２との間に入
出力電流を直接伝送する。さらに、絶縁性導電分流構造１０４が、上辺右側に近い入出力
端子１０２から電極板１０１の右側に沿って、下方へ向かって、電極板１０１の右側の中
間部近くまで延伸して設置され、電極板１０１の右側の中間部近くと上辺右側に近い入出
力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。
【００５２】
　またさらに、絶縁性導電分流構造１０４が、下辺左側に近い入出力端子１０２から電極
板１０１の左側に沿って、上方へ向かって電極板１０１の左側の中間部近くまで延伸して
設置され、電極板１０１の左側の中間部近くと下辺左側に近い入出力端子１０２間の出力
電流を直接伝送する。及び下辺右側に近い入出力端子１０２から電極板１０１の右側に沿
って、上方へ向かって電極板１０１の右側の中間部近くまで延伸する絶縁分流導電体１０
４を設置し、電極板１０１の右側の中間部近くと下辺右側に近い電気エネルギー端子１０
２との間に入出力電流を直接伝送する。
【００５３】
　またさらに、絶縁性導電分流構造１０４が、電極板１０１の上辺右側に近い入出力端子
１０２と上辺左側に近い入出力端子１０２との間から、電極板１０１の中間部まで延伸し
て設置され、電極板１０１の中間部と上辺右側に近い入出力端子１０２及び上辺左側に近
い入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。
　またさらに、絶縁性導電分流構造１０４が、電極板１０１の下辺右側に近い入出力端子
１０２と下辺左側に近い入出力端子１０２との間から、電極板１０１の中間部まで延伸し
て設置され、電極板１０１の中間部と下辺右側に近い入出力端子１０２及び下辺左側に近
い入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。
【００５４】
　図２４に本発明の第２４実施形態による電極板を示す。図２４に示すように、電極板１
０１の上辺側に２個の入出力端子１０２を設置し、上辺左側に近い入出力端子１０２と電
極板１０１の左側との距離は比較的に近く、上辺右側に近い入出力端子１０２と電極板１
０１の右側との距離は比較的近い。
　また、絶縁性導電分流構造１０４が、上辺左側に近い入出力端子１０２から電極板１０
１の左側に沿って、下方へ向かって底辺まで延伸して設置され、電極板１０１の左側底辺
と上辺左側に近い入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。絶縁性導電分流
構造１０４が、上辺右側に近い入出力端子１０２から電極板１０１の右側に沿って、下方
へ向かって、底辺まで延伸して設置され、電極板１０１の右側底辺と上辺右側に近い入出
力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。
　さらに、絶縁性導電分流構造１０４が、電極板１０１の上辺左側に近い入出力端子１０
２と上辺右側に近い入出力端子１０２との間から下方へ向かって電極板１０１の中間部近
くまで延伸して設置され、電極板１０１の中間部近くと上辺左側に近い入出力端子１０２
及び上辺右側に近い入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。
【００５５】
　図２５に本発明の第２５実施形態による電極板を示す。図２５に示すように、電極板１
０１の上辺に１個以上の入出力端子１０２を設置することができ、その特徴は電極板１０
１に設置される１個以上の入出力端子１０２の下方から、電極板１０１の中間部を経て、
下方へ向かって延伸する絶縁性導電分流構造１０４を設置する。
　図２６に本発明の第２６実施形態による電極板を示す。図２６は図２５と同じ構造特徴
の均一な絶縁性導電分流構造を持つ電極板の変形例である。
【００５６】
　図２７に本発明の第２７実施形態による電極板を示す。図２７に示すように、電極板１
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０１の上辺に１個以上の入出力端子１０２を設置し、さらに電極板１０１の下辺に１個以
上の入出力端子１０２を設置する。電極板１０１の上辺に設置される入出力端子１０２と
電極板１０１の下方の入出力端子１０２とは互い違いに設けられる。絶縁性導電分流構造
１０４は、電極板１０１の上辺の入出力端子１０２の下方から下方に向かって電極板１０
１の中間部へ延伸して設置され、電極板１０１の上辺に設置される入出力端子１０２と電
極板１０１の中間部との間に入出力電流を直接伝送する。さらに絶縁性導電分流構造１０
４は、電極板１０１の下辺に設置する入出力端子１０２の上方から上方に向かって電極板
１０１の中間部へ延伸して設置され、電極板１０１の下辺に設置される入出力端子１０２
と電極板１０１の中間部との間に入出力電流を直接伝送する。
　図２８に本発明の第２８実施形態による電極板を示す。図２８は図２７と同じ構造特徴
の均一な絶縁性導電分流構造を持つ電極板の変形例である。
【００５７】
　本発明の実施形態による電極板の実施方式は、図２９から図３１に示すように、グリッ
ド電極板、放射状格子を有する板状の電極板、積層電極板、および、渦巻状電極板のうち
少なくとも一つにより構成され、また電極板１０１の一側辺以上に独立した絶縁性導電分
流構造１０４を追加設置する。独立した絶縁性導電分流構造１０４は、独立して外部に対
して電気エネルギーを入出力する独立入出力端子１０２３を持ち、また電極板１０１の側
辺に沿って、下方へ向かって、電極板１０１の側辺底部まで延伸し、及び／または電極板
１０１の底部まで延伸してから、更に電極板１０１の底辺中間部まで延伸し、及び／また
は電極板１０１の底部まで延伸してから、更に電極板１０１の底辺全体まで延伸する。
【００５８】
　図２９に本発明の第２９実施形態による電極板を示す。図２９に示すように、電極板１
０１の上辺に入出力端子１０２を設置し、その特徴は、独立設置された絶縁性導電分流構
造１０４が、電極板１０１の底辺近くから分かれて設置され、入出力端子１０２の方向へ
向かって延伸し、また独立入出力端子１０２３へ通じることである。
　図３０に本発明の第３０実施形態による電極板を示す。図３０に示すように、電極板１
０１の上辺に入出力端子１０２を設置し、その特徴は、電極板１０１の底辺中間部から独
立設置された絶縁性導電分流構造１０４は、電極板１０１の底辺中間部から入出力端子１
０２の方向へ向かって延伸し、また独立入出力端子１０２３へ通じることである。
　図３１に本発明の第３１実施形態による電極板を示す。図３１に示すように、電極板１
０１の上辺に入出力端子１０２を設置し、その特徴は、独立設置された絶縁性導電分流構
造１０４が、入出力端子１０２と対角にある電極板１０１の底辺から電気エネルギーの入
出力端子１０２の方向へ向かって延伸し、また独立入出力端子１０２３へ通じることであ
る。
【００５９】
　上述した図１から図３１の本発明の実施形態による電極板にＸ線グリッド導電体の電極
板を用いた変形例を示す。Ｘ線グリッド導電体の電極板の一辺以上の各辺に、１個以上の
入出力端子１０２を設置し、入出力端子１０２と電極板１０１の周辺及び／または中間部
及び／または底部との間に、ワンウェイ以上の絶縁性導電分流構造１０４を設置する。
　図３２から図４０に本発明の実施形態による電極板において、Ｘ線グリッド導電体の電
極板にある入出力端子１０２と電極板１０１の周辺との間に、絶縁性導電分流構造１０４
を設置することにより構成される実施例の模式図を示す。以下にこれを説明する。
【００６０】
　図３２に本発明の第３２実施形態による電極板を示す。図３２に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図１の実施形態と同じである。
　図３３に本発明の第３３実施形態による電極板を示す。図３３に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図３の実施形態と同じである。
【００６１】
　図３４に本発明の第３４実施形態による電極板を示す。図３４に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図６の実施形態と同じである。
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　図３５に本発明の第３５実施形態による電極板を示す。図３５に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図８の実施形態と同じである。
【００６２】
　図３６に本発明の第３６実施形態による電極板を示す。図３６に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図１５の実施形態と同じである。
　図３７に本発明の第３７実施形態による電極板を示す。図３７に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図１７の実施形態と同じである。
　図３８に本発明の第３８実施形態による電極板を示す。図３８に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図１８の実施形態と同じである。
【００６３】
　図３９に本発明の第３９実施形態による電極板を示す。図３９に示すように、電極板１
０１の上辺側に２個の入出力端子１０２を設置し、上辺左側に近い入出力端子１０２と電
極板１０１の左側との距離は比較的に近く、上辺右側に近い入出力端子１０２と電極板１
０１の右側との距離は比較的に近い。さらに、電極板１０１の下辺側に２個の入出力端子
１０２を設置し、上辺右側に近い入出力端子１０２と電極板１０１の右側との距離は比較
的に近く、下辺左側に近い入出力端子１０２と電極板１０１の左側との距離は比較的近い
。
【００６４】
　さらに、絶縁性導電分流構造１０４が、上辺右側に近い入出力端子１０２からその右側
に沿って、下方へ向かって電極板１０１の右側の中間部近くまで延伸して設置され、電極
板１０１の右側の中間部近くと上辺右側に近い入出力端子１０２との間に入出力電流を直
接伝送する。
　またさらに、絶縁性導電分流構造１０４が、下辺左側に近い入出力端子１０２からその
左側に沿って、上方へ向かって電極板１０１の左側の中間部近くまで延伸して設置され、
電極板１０１の左側の中間部近くと下辺左側に近い入出力端子１０２との間に入出力電流
を直接伝送する。
【００６５】
　図４０に本発明の第４０実施形態による電極板を示す。図４０に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成方式は図２１の実施形態と同じである。
　図４１および図４２に本発明の実施形態による電極板において、Ｘ線グリッド導電体の
電極板の入出力端子１０２と電極板１０１の中間部及び／または底部との間に、絶縁性導
電分流構造１０４を設置することにより構成される実施形態の模式図を示す。以下にこれ
を説明する。
【００６６】
　図４１に本発明の第４１実施形態による電極板を示す。図４１に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成方式は、図２３の実施形態と同じである。
　図４２に本発明の第４２実施形態による電極板を示す。図４２に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成方式は、図２４の実施形態と同じである。
【００６７】
　本発明の実施形態による電極板に積層電極板を用いた実施形態を以下に示す。絶縁性導
電分流構造１０４は、積層電極板の入出力端子１０２と積層電極板１０１の周辺及び／ま
たは中間部及び／または底部との間に設置されることにより、本発明の実施形態による電
極板が構成される。
　図４３から図６２に本発明の実施形態に係る積層電極板の入出力端子１０２と電極板１
０１周辺または底部との間に、絶縁性導電分流構造１０４を設置することにより構成され
る実施形態の模式図を示す。以下にこれを説明する。
【００６８】
　図４３に本発明の第４３実施形態による電極板を示す。図４３に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図１の実施形態と同じである。
　図４４に本発明の第４４実施形態による電極板を示す。図４４に示すように、絶縁性導
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電分流構造１０４の構成は、図２の実施形態と同じである。
【００６９】
　図４５に本発明の第４５実施形態による電極板を示す。図４５に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図３の実施形態と同じである。
　図４６に本発明の第４６実施形態による電極板を示す。図４６に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図４の実施形態と同じである。
【００７０】
　図４７に本発明の第４７実施形態による電極板を示す。図４７に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図５の実施形態と同じである。
　図４８に本発明の第４８実施形態による電極板を示す。図４８に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図６の実施形態と同じである。
【００７１】
　図４９に本発明の第４９実施形態による電極板を示す。図４９に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図７の実施形態と同じである。
　図５０に本発明の第５０実施形態による電極板を示す。図５０に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図８の実施形態と同じである。
【００７２】
　図５１に本発明の第５１実施形態による電極板を示す。図５１に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図１０の実施形態と同じである。
　図５２に本発明の第５２実施形態による電極板を示す。図５２に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図１５の実施形態と同じである。
【００７３】
　図５３に本発明の第５３実施形態による電極板を示す。図５３に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図１１の実施形態と同じである。
　図５４に本発明の第５４実施形態による電極板を示す。図５４に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図１２の実施形態と同じである。
【００７４】
　図５５に本発明の第５５実施形態による電極板を示す。図５５に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図１３の実施形態と同じである。
　図５６に本発明の第５６実施形態による電極板を示す。図５６に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図１４の実施形態と同じである。
【００７５】
　図５７に本発明の第５７実施形態による電極板を示す。図５７に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成方式は、図１６の実施形態と同じである。
　図５８に本発明の第５８実施形態による電極板を示す。図５８に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図１７の実施形態と同じである。
【００７６】
　図５９に本発明の第５９実施形態による電極板を示す。図５９に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図１８の実施形態と同じである。
　図６０に本発明の第６０実施形態による電極板を示す。図６０に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図１９の実施形態と同じである。
【００７７】
　図６１に本発明の第６１実施形態による電極板を示す。図６１に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図２０の実施形態と同じである。
　図６２に本発明の第６２実施形態による電極板を示す。図６２に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図２１の実施形態と同じである。
【００７８】
　図６３から図７２に本発明の実施形態に係る積層電極板の入出力端子１０２と電極板１
０１の中間部及び／または底部との間に、絶縁性導電分流構造１０４を設置することによ
り構成される実施形態の模式図を示す。以下にこれを説明する。
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　図６３に本発明の第６３実施形態による電極板を示す。図６３に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図２２の実施形態と同じである。
【００７９】
　図６４に本発明の第６４実施形態による電極板を示す。図６４に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図２３の実施形態と同じである。
　図６５に本発明の第６５実施形態による電極板を示す。図６５に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図２４の実施形態と同じである。
【００８０】
　図６６に本発明の第６６実施形態による電極板を示す。図６６に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図２５の実施形態と同じである。
　図６７に本発明の第６７実施形態による電極板を示す。図６７に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図２６の実施形態と同じである。
【００８１】
　図６８に本発明の第６８実施形態による電極板を示す。図６８に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図２７の実施形態と同じである。
　図６９に本発明の第６９実施形態による電極板を示す。図６９に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図２８の実施形態と同じである。
【００８２】
　図７０に本発明の第７０実施形態による電極板を示す。図７０に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図２９の実施形態と同じである。
　図７１に本発明の第７１実施形態による電極板を示す。図７１に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図３０の実施形態と同じである。
　図７２に本発明の第７２実施形態による電極板を示す。図７２に示すように、絶縁性導
電分流構造１０４の構成は、図３１の実施形態と同じである。
【００８３】
　本発明の実施形態による電極板は、グリッドを有する電極板、放射状格子を有する板状
の電極板、積層電極板、及び、渦巻状電極板のうち少なくとも一つにより構成される電極
板に応用することができ、電極板の一辺または多辺に、１個の幅が電極板と同じまたは同
じ幅に近い入出力端子１０２を備える。絶縁性導電分流構造１０４の設置方式は、前述し
た実施形態の中の電極板１０１の一辺または多辺の単一入出力端子の設置方式と同じであ
る。
【００８４】
　図７３に本発明の第７３実施形態による電極板示す。図７３に示すように、電極板１０
１はグリッド構造であり、絶縁性導電分流構造１０４の構成は図２の実施形態と同じであ
る。更に、その特徴は、電極板の片側には幅が電極板と同じまたは同じ幅に近い入出力端
子を持つ。
　図７４に本発明の第７４実施形態による電極板を示す。図７４に示すように、電極板１
０１は積層構造であり、絶縁性導電分流構造１０４の構成は図４４の実施形態と同じであ
る。更に、その特徴は、電極板の片側には幅が電極板と同じまたは同じ幅に近い入出力端
子を持つ。
【００８５】
　図７５に本発明の第７５実施形態による電極板を示す。図７５に示すように、電極板１
０１はグリッド構造であり、絶縁性導電分流構造１０４の構成は図４の実施形態と同じで
ある。更に、その特徴は、電極板の片側には幅が電極板と同じまたは同じ幅に近い入出力
端子を持つ。
　図７６に本発明の第７６実施形態による電極板を示す。図７６に示すように、電極板１
０１は積層構造であり、絶縁性導電分流構造１０４の構成は図４６の実施形態と同じであ
る。更に、その特徴は、電極板の片側には幅が電極板と同じまたは同じ幅に近い入出力端
子を持つ。
【００８６】
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　図７７に本発明の第７７実施形態による電極板を示す。図７７に示すように、電極板１
０１はグリッド構造であり、電極板１０１の上辺に入出力端子１０２を設置する。また、
絶縁性導電分流構造１０４は、入出力端子１０２から電極板１０１左辺側に沿って、下方
へ向かって底辺の中間部近くまで延伸して設置され、電極板１０１の底辺の中間部近くと
入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。さらに、絶縁性導電分流構造１０
４は、入出力端子１０２から電極板１０１の右辺側に沿って、下方へ向かって底辺の中間
部近くまで延伸して設置され、電極板１０１の右側底辺の中間部近くと入出力端子１０２
との間に入出力電流を直接伝送する。また、電極板１０１の左辺の底部および電極板１０
１の右辺の底部から電極板１０１の底辺の中間部に向かって延伸する絶縁性導電分流構造
１０４は、電極板１０１の底辺の中間部で接近または接続し、かつ底部と電極板１０１と
の間は導通状態になっている。
　図７８に本発明の第７８実施形態による電極板を示す。図７８に示すように、電極板１
０１は積層構造であり、絶縁性導電分流構造１０４の構成は、図９の実施形態と同じであ
る。
【００８７】
　図７９に本発明の第７９実施形態による電極板を示す。図７９に示すように、電極板１
０１はグリッド構造であり、電極板１０１の上辺に入出力端子１０２を設置する。また、
絶縁性導電分流構造１０４は、入出力端子１０２から電極板１０１左辺側に沿って、下方
へ向かって、底辺の中間部近くまで延伸して設置され、電極板１０１の底辺に近い中間部
と入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。さらに、絶縁性導電分流構造１
０４は、入出力端子１０２から電極板１０１の右辺側に沿って、下方へ向かって、底辺の
中間部近くまで延伸して設置され、電極板１０１の右側底辺に近い中間部と入出力端子１
０２との間に入出力電流を直接伝送する。また、電極板１０１の左辺の底部および電極板
１０１の右辺の底部から電極板１０１の底辺の中間部に向かって延伸する絶縁性導電分流
構造１０４は、電極板１０１の底辺の中間部で接近または接続し、また絶縁性導電分流構
造１０４の底部と電極板１０１との間は導通状態になっている。さらに、絶縁性導電分流
構造１０４は、入出力端子１０２の中間部から、電極板１０１の底部へ向かって延伸して
設置され、電極板１０１の底辺と入出力端子１０２の中間部との間に入出力電流を直接伝
送する。
　図８０に本発明の第８０実施形態による電極板を示す。図８０に示すように、電極板１
０１は積層構造であり、絶縁性導電分流構造１０４の構成は、図７９の実施形態と同じで
ある。
【００８８】
　図８１に本発明の第８１実施形態による電極板を示す。図８１に示すように、電極板１
０１はグリッド構造であり、電極板１０１の上辺に幅が電極板と同じまたは同じ幅に近い
入出力端子１０２を設置する。
　また絶縁性導電分流構造１０４が、電極板１０１の上辺の入出力端子１０２の中間部か
ら下方へ向かって、電極板１０１の中間部に近い区域まで延伸して設置され、入出力端子
１０２が直接電流を伝送する電極板１０１の電流電極板区域と、それに繋がっている絶縁
性導電分流構造１０４のもう一つの端に連結する入出力端子１０２との間に比較的低い抵
抗の入出力電流を直接伝送する。
　図８２に本発明の第８２実施形態による電極板を示す。図８２に示すように、電極板１
０１は積層構造であり、絶縁性導電分流構造１０４の構成は、図８１の実施形態と同じで
ある。
【００８９】
　図８３に本発明の第８３実施形態による電極板を示す。図８３に示すように、電極板１
０１はグリッド構造であり、電極板１０１の上辺に幅が電極板と同じまたは同じ幅に近い
入出力端子１０２を設置する。
　また電極板１０１の上辺の入出力端子１０２の中間部に、ツーウェイ以上（図中ではツ
ーウェイの場合を示す）で下方へ向かって電極板１０１の中間部近くの区域に延伸する絶
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縁性導電分流構造１０４を設置し、入出力端子１０２が直接電流を伝送する電極板１０１
の電流電極板区域と、それに繋がっている絶縁性導電分流構造１０４のもう一つの端と連
結する入出力端子１０２との間に比較的低い抵抗の入出力電流を直接伝送する。
　図８４に本発明の第８４実施形態による電極板を示す。図８４に示すように、電極板１
０１は積層構造であり、絶縁性導電分流構造１０４の構成は、図８３と同じである。
【００９０】
　図８５に本発明の第８５実施形態による電極板を示す。図８５に示すように、電極板１
０１はグリッド構造であり、電極板１０１の上下両辺に全て幅が電極板と同じまたは同じ
幅に近い入出力端子１０２を設置する。
　また絶縁性導電分流構造１０４が、電極板１０１の上辺の入出力端子１０２の両側近く
から、ツーウェイ以上（図中ではツーウェイを示す）で下方へ向かって、電極板１０１の
中間部近くの区域まで延伸して設置され、さらに、絶縁性導電分流構造１０４が、上述し
た上辺から下方へ向かって延伸する絶縁性導電分流構造１０４の中間部に、電極板１０１
の下辺の入出力端子１０２から、ワンウェイ以上（図中ではワンウェイを示す）で上方へ
向かって電極板１０１の中間部近くの区域まで延伸して設置され、前述した絶縁性導電分
流構造１０４は、上下両辺の入出力端子１０２の電流が直接伝送される電極板１０１の中
間部近くの区域と、それと繋がっている上下両辺の絶縁性導電分流構造１０４のもう一つ
の端と連結する入出力端子１０２との間に比較的低い抵抗の入出力電流を直接伝送する。
　図８６に本発明の第８６実施形態による電極板を示す。図８６に示すように、電極板１
０１は積層構造であり、絶縁性導電分流構造１０４の構成は、図８５の実施形態と同じで
ある。
【００９１】
　本発明の実施形態による絶縁性導電分流構造を備える電極板は、更に、渦巻状電極板に
実施する。その実施形態は以下の通りである。
　図８７に本発明の第８７実施形態による電極板を示す。図８７に示すように、電極板１
０１はグリッド構造であり、電極板１０１の上辺に少なくとも１個の入出力端子１０２が
設置される。また、絶縁性導電分流構造１０４が、入出力端子１０２から電極板１０１左
辺側に沿って、下方へ向かって、底辺の中間部近くまで延伸して設置され、電極板１０１
の底辺の中間部近くと入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。さらに、絶
縁性導電分流構造１０４が、電極板の最右側（単一入出力端子であるときは右側）を入出
力端子１０２から電極板１０１の右辺側に沿って、下方へ向かって底辺まで延伸し、かつ
底辺に沿って設置され、電極板１０１の右側底辺と入出力端子１０２との間に入出力電流
を直接伝送する。前記電極板（１０１）の底辺の左側まで延伸された前記絶縁性導電分流
構造（１０４）と、前記電極板（１０１）の底辺の右側まで延伸された前記絶縁性導電分
流構造（１０４）とは、前記電極板（１０１）の底辺で電気的に接続されている。３個以
上の入出力端子１０２を設置するとき、中側に設置された入出力端子１０２から電極板１
０１の底辺へ向かって延伸する絶縁性導電分流構造１０４を設置し、電極板１０１の底辺
と電極板１０１の中間部と入出力端子１０２との間に入出力電気エネルギーを直接伝送す
る。上述した電極板１０１と別の異極性電極板との間に隔離体を挟み付け、渦巻状構造を
形成する。
【００９２】
　図８８に本発明の第８８実施形態による電極板を示す。図８８に示すように、電極板１
０１は積層構造であり、絶縁分流導電体１０４の構成は、図８７の実施形態と同じである
。
　図８９に本発明の第８９実施形態による電極板を示す。図８９に示すように、電極板１
０１の上辺側に少なくとも１個の入出力端子１０２を設置し、また絶縁性導電分流構造１
０４が、電極板１０１の上辺の入出力端子１０２の中間部から、下方へ向かって電極板１
０１の底辺近くまで延伸して設置され、電極板１０１の底辺に近い区域と連結している絶
縁性導電分流構造１０４のもう一つの端と連結する入出力端子１０２との間に比較的低い
抵抗の入出力電流を直接伝送し、上述した電極板１０１と別の異なる極性電極板との間に
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隔離体を挟み付け、渦巻状構造を形成する。
【００９３】
　図９０に本発明の第９０実施形態による電極板を示す。図９０に示すように、電極板１
０１は積層構造であり、絶縁性導電分流構造１０４の構成は、図８９の実施形態と同じで
ある。
【００９４】
　図９１に本発明の第９１実施形態による電極板を示す。図９１に示すように、電極板１
０１はグリッド構造であり、電極板１０１の上辺に幅が電極板と同じまたは同じ幅に近い
入出力端子１０２を設置する。
　また絶縁性導電分流構造１０４が、電極板１０１の上辺の入出力端子１０２の中側から
、ツーウェイ以上（図中ではスリーウェイを示す）で下方へ向かって、電極板１０１の中
間を超え、底辺に接近する区域まで延伸して設置される。絶縁性導電分流構造１０４は、
電極板の中間を超えて入出力端子１０２へ電流が伝送される電極板１０１の側辺の中間を
超えた区域と、それと繋がっている絶縁性導電分流構造１０４のもう一つの端と連結する
入出力端子１０２との間に入出力電流を直接伝送する。さらに、絶縁性導電分流構造１０
４が、前述各路の下方へ向かって、電極板１０１の中間近くの区域まで延伸して設置され
、入出力端子１０２へ電流が伝送される電極板１０１の側辺の中間を超えた区域と、それ
と繋がっている絶縁性導電分流構造１０４のもう一つの端と連結する入出力端子１０２と
の間に入出力電流を直接伝送し、上述した電極板１０１と別の異なる極性電極板との間に
隔離体を挟み付け、渦巻状構造を形成する。
【００９５】
　図９２に本発明の第９２実施形態による電極板を示す。図９２に示すように、電極板１
０１は積層構造であり、絶縁性導電分流構造１０４の構成は、図９１の実施形態と同じで
ある。
【００９６】
　図９３に本発明の第９３実施形態による電極板を示す。図９３に示すように、電極板１
０１はグリッド構造であり、電極板１０１の上下両辺に幅が電極板と同じまたは同じ幅に
近い入出力端子１０２を設置する。
　また絶縁性導電分流構造１０４が、電極板１０１の上辺の両側近くの入出力端子１０２
から、ツーウェイ以上（図中ではスリーウェイを示す）で下方へ向かって、電極板１０１
の中間近くの区域まで延伸して設置され、さらに、絶縁性導電分流構造１０４が、上述し
た上辺から下方へ延伸する絶縁性導電分流構造１０４の中間部に、電極板１０１の下辺の
入出力端子１０２から、ワンウェイ以上（図の中でツーウェイを示す）で上方へ向かって
電極板１０１の中間近くの区域まで延伸して設置され、前述した絶縁性導電分流構造１０
４は、上下両辺の入出力端子１０２へ電流を直接伝送する電極板１０１の中間近くの区域
と、それと繋がっている上下両辺の絶縁性導電分流構造１０４のもう一つの端と連結する
入出力端子１０２との間に比較的低い抵抗の入出力電流へ直接伝送する。上述した電極板
１０１と別の異なる極性電極板との間に隔離体を挟み付け、渦巻状構造を形成する。
　図９４に本発明の第９４実施形態による電極板を示す。図９４に示すように、電極板１
０１は積層構造であり、絶縁性導電分流構造１０４の構成は、図９３の実施形態と同じで
ある。
【００９７】
　本発明の実施形態による電極板における絶縁性導電分流構造１０４の断面形状について
以下に示す。
　図９５に本発明の実施形態に係る絶縁性導電分流構造１０４の各図面におけるＡ－Ａ線
断面図を示す。
　図９５に、導電体１０４５により外面から絶縁体１０４６を被覆し、また絶縁性導電分
流構造１０４を構成する断面構造を示す。
【００９８】
　図９６に本発明の実施形態に係る電極板の導電性グリッドの各図面におけるＢ－Ｂ線断
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面図を示す。
　図９６に条形導電体１０４５により電極の導電性グリッドを構成する断面構造を示す。
　図９７に本発明の実施形態に係る絶縁性導電分流構造１０４の各図面におけるＣ－Ｃ線
断面図を示す。
　図９７に絶縁性導電分流構造１０４の導電体１０４５の片側に絶縁体１０４６を設置し
ない断面構造を示す。
【００９９】
　図９８に本発明の実施形態に係る絶縁性導電分流構造１０４の各図面におけるＤ－Ｄ線
断面図を示す。
　図９８に絶縁性導電分流構造１０４の導電体１０４５の導電体の両側に絶縁体１０４６
を設置しない断面構造を示す。
　図９９に本発明の実施形態に係る並列する絶縁性導電分流構造１０４の各図面における
Ｅ－Ｅ線断面図を示す。
　図９９に絶縁性導電分流構造１０４によりツーウェイの絶縁性導電分流構造１０４を並
列に設置する断面構造を示す。
【０１００】
　図１００に本発明の実施形態に係るツーウェイ並列の絶縁性導電分流構造１０４１、１
０４２の中のワンウェイに絶縁性導電分流構造１０４の導電体１０４５の少なくとも片側
に絶縁体１０４６を設置しない各図面におけるＦ－Ｆ線断面図を示す。
　図１００にツーウェイ並列の絶縁性導電分流構造１０４１、１０４２のワンウェイの絶
縁性導電分流構造１０４の周辺に絶縁体を追加設置し、別のワンウェイの絶縁性導電分流
構造１０４の導電体１０４５の少なくとも片側は、絶縁体１０４６を設置しない断面構造
を示す。
【０１０１】
　図１０１に本発明の実施形態に係る並列する絶縁性導電分流構造１０４１、１０４２を
上下に重なり合うように設置する断面図を示す。
　図１０１に絶縁性導電分流構造１０４によりツーウェイの絶縁性導電分流構造１０４を
重なるように設置する断面構造を示す。
【０１０２】
　図１０２に図１０１の中の絶縁性導電分流構造１０４１及び／または絶縁性導電分流構
造１０４２の少なくとも一辺側に絶縁体を設置しない断面図を示す。
　図１０２に絶縁性導電分流構造１０４によりツーウェイの絶縁性導電分流構造１０４を
重なるように設置する断面構造であり、その導電体１０４５の少なくとも一辺側または両
側に絶縁体を設置しない断面を示す。
【０１０３】
　図１０３に本発明の実施形態に係る絶縁性導電分流構造１０４の片側に電極板を貼り付
ける断面図を示す。
　図１０３に一層の絶縁性導電分流構造１０４の片側に電極板１０１を貼り付ける断面構
造を示す。
【０１０４】
　図１０４に図１０３の中の絶縁性導電分流構造１０４の少なくとも一辺側に絶縁体を設
置しない断面図を示す。
　図１０４に一層絶縁性導電分流構造１０４の片側に電極板１０１を貼り付ける断面構造
であり、その導電体１０４５の少なくとも一辺側に絶縁体を設置しない断面構造を示す。
　上述した各種の均一な絶縁性導電分流構造を持つ電極板は、さらに正負電極板により電
極ペアを構成することにより、蓄放電装置とすることができる。また、多数の電極ペアを
並列接続及び／または直列接続することにより、各種の定格電圧及び定電流への応用する
ことができる。
【符号の説明】
【０１０５】
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　１０１・・・電極板
　１０２・・・入出力端子
　１０３・・・電気化学物質
　１０４・・・絶縁性導電分流構造
１０４１・・・絶縁性導電分流構造
１０４２・・・絶縁性導電分流構造
１０２３・・・独立入出力端子
１０４５・・・導電体
１０４６・・・絶縁体
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